
2023年3月期　決算の概要

地域社会に密着し、お役に立つ信用金庫として信頼される

健全経営をモットーに、効率経営に全員参加する

公平、適切な人事管理によって、活力みなぎる職場をつくる

経 営 理 念

経 営 の 課 題

経営力・経営管理の
強  化

ガバナンスの強化

法令等遵守態勢の強化

顧客保護等管理体制の強化

収益性の強化

各種リスク管理態勢の強化

マネー・ローンダリング及び
テロ資金供与対策態勢の強化

経営基盤・支援力の
強  化

人財力の強化

営業態勢の強化

課題解決型金融・伴走型支援の強化

人財力の強化

地域社会への貢献

　コンプライアンスの目標は、伝統的言葉でいうと「信用の維持」であると考えます。
　信用をそこなうような問題を起こさないために、日々起こる一見小さな問題を見逃すことなく、これに全力を
挙げて対応することをお約束します。
　的確な対応をするために、

　　問題を金庫の内外に広く開示し（ディスクロージャー）、
　　　（1）幅広くご意見、ご批判を受け（草の根民主主義）
　　　（2）どのように難しい問題であろうと、必ず解決できる、少なくともコントロール可能であるという信念を
　　　　  もって、（人間の能力に対するゆるぎない信頼）
　　　（3）具体的で実現可能な対応策を一歩一歩ステップアップしながら実施していきます（プラグマティズム）。

　皆さまからの、率直なご批判、ご提案、そして建設的なご助言を、心からお願いするところであります。

コンプライアンス（関連 P33）

●預　金

　預金は、2022年3月末に比べて67億円減少し8,125億円となりました。
　定期性預金は、預金コストの削減を図るために、計画的にキャンペーン金利を低めに設定したことにより185億円減少
しました。半面、流動性預金は117億円増加となりました。これは、新たなお客さまが増えたことや、個人定期預金からの
振替等によるものです。
　今後もお客さまの様々な要望やご意見にできる限りお応えし、皆さまに喜ばれるサービスを目指してまいります。

（億円）
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●貸出金と預貸率
設備資金運転資金（　　　　 　　　　　  ）貸出金 保証協会保証付貸出うち 預貸率（貸出金／預金）（右目盛）

　貸出金は、2022年3月末に比べて61億円増加し3,995億円と過去最高となりました。これは、新型コロナウイルスの影響や
原材料高騰等の影響を受けたお客さまへの伴走支援に積極的に取組んだことが主な要因です。また、兵庫県信用保証協会
保証付き新型コロナウイルス感染症関連融資は30億円減少したものの、保証協会・保証会社の保証をつけない貸出金が
88億円増加したことで、貸出金の増加率が預金の増加率を上回り、預貸率は1.15ポイント増加しました。
　資金使途別でみると、2022年3月末に比べて運転資金にかかる貸出金残高で39億円の増加、設備資金にかかる貸出金残高
で21億円の増加となりました。
　今後も地域の皆さまがかかえておられる課題の解決に全力で取組み、適切で円滑な資金提供に努めてまいります。
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●貸出金の業種別構成比の推移

　貸出金の業種別構成比の推移をみると、2022年3月末に比べて、不動産業で1.1ポイント、建設業で0.1ポイント、サービス業
で0.1ポイント増加し、反面、卸・小売・飲食業で0.2ポイント、医療・福祉で0.3ポイント、その他で0.3ポイント、地方公共団体
で0.2ポイント、個人で0.3ポイント減少しました。

製造業 建設業 不動産業 卸・小売・飲食業 医療・福祉 サービス業 その他 地方公共団体 個人
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